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醤

e'P
レ
の
申
心

• 

部

管理者協議会

険物安全協会

、涼子
1 1月9日制
~15日関

(;TZ長)

[2 ] 

女
自
分
を
守
る

7 11. 

「
応
急
手
当
」
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

広報うえ定6.

病
人
や
け
が
人
が
発
生
し
た
と
き
、
現
場
に

肘
合
わ
せ
た
人
が
適
切
な
応
急

T
中
ー
を
速
や
か

に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
人
や
け
が
人
の
救

命
引
下
が
い

っ
そ
う
向
上
す
る
こ
と
は
、
医
学
的

に
凡
て
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
病
人
や
け
が
人
の
救
命
に
は
、

住
民
に
よ
る
速
や
か
な
応
急
宇
宙
1
、
救
急
隊
の

応
急
処
置
と
搬
送
、
阪
療
機
関
で
の
処
罰
の
二

a

者
が
不
可
欠
の
要
素
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
が

欠
け
て
も
傷
病
者
の
社
会
復
帰
が
望
め
な
い
例

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
現
在
、
国
の
指
針
に

基
づ
き
、
消
防
署
・分
署
で
は
住
民
仁
付
し
て
、

応
急
手
当
の
技
術
講
習
会
を
聞
い

τ、
普
及
に

に
努
め
て
い
ま
す
。

特
に
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
な
ど
、

災
仙
台
発
生
の
危
険
が
予
測
さ
れ
る
遊
戯
施
設
、

大
胤
“
版
物
品
販
光
脂
綿
、
旅
館

・
ホ
テ
ル
、
制

祉
施
ぷ
、
鉄
道

・
パ
ス
会
社
、
大
脱
脱
仁
川
旬
、

旅
行
会
れ
、
作
備
会
H

れ
な

E
に
つ
い
て
は
、
応

急
千
山
v
i
e
R以
に
間
い
て
い
作
及
さ
せ
る
こ
と
が

噌
ま
し
い
、
』
と
で
す
。

山
氏
.
人
ひ

t
り
が
応
急
下
中
1
の
ト
刀
法
守
身

に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
応
急
予
由
i
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
で
き
、
い
ず
れ
は
自
分
を
も
守
っ



火
災
は
春
と
冬
に
多
く
発
生
し
、

火
災
全
体
の
約
印
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
の
季
節
は
、
気
温

と
湿
度
、
か
低
く
、
腰
房
器
具
を
使
う

な
ど
、
火
を
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、

火
災
も
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

舎
年
も
日
月
9
日
附
か
ら
同
日
日

ω

ま
で
寸
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
の
期

間
で
す
。
も
う
一
度
、
お
出
か
け
前
、

お
や
す
み
前
に
火
の
元
の
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。
「
安
心
の
暮
ら
し
の
中
心

火
の
用
心
」
。
火
を
取
り
扱
っ
て
い
る

と
き
に
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
こ

と
が
大
切
な
こ
と
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
(
包
⑮

0
1
1
9
)
 

lJ!J@ 

H
電
話
を
か
け
た
と
き
u
H
よ
そ
の
家
巴
訪
問
し
た
と
き
u

「
い
ま
、
火
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
」

の
時
び
か
け
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

119番通報
のしかた

-あわてず、正確に

・目標と電話番号をはっきり

①火事か救急、かを知らせる
「火事で、す」

コンロから離れるときは火を消して

「秋の火災予防ー迦到'JJ の期間

'1' は、フ〈ぷらなペのかけ忘れに

よる火災予防を重:.1以こii"L、ます。

U11市で‘は、大ーぷらなべのかけ

忘れて¥今イドlますて"，こ 9f干の火

災カt発生しています。ちょっと

した呼びかけが、尊い命と !H応

を火災から守ります。

7jが ・、 ~IJ] なべに火が入った

場介は、まずガスの元怜を締め

てからil'i火に刈たってく fごさ L、。

②場所はどこか

'00町0丁目O番O号

〈氏名〉で‘すJ

③何が燃えているのか
「住宅の台所が燃えています」

④近くの目標となるもの

'000公民館の東側約

100メー トルです」

日
月
9
日
制
は
P
1
1
9
の
H
d

て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
応
急
手
当
技
術
講
習
会
の
種
類
と
内
容

マ
普
通
救
命
講
習
(
講
習
時
間
3
時
間
)

心
肺
蝉
生
法
(
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人

L
呼

肌似て

↑
人
法
お
よ
び
大
出
血
時
の
止
血
法
が
、

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
で
き
る

程
度

マ
上
級
救
命
講
習
(
誹
常
時
間
8
時
間
)

心
肺
録
申
ぃ
法
、

4

人
法
お
よ
び
・

4

人
法
、
大

山
胤
時
の
止
'
肌
法
が
、
救
急
市
が
引
場
に
到
若

す
る
ま
で
の
問
で
主
る
程
度
と
し
、
.
史
に
傷
病

弘
行
符
開
法
、
副
木
同
定
法
、
熱
間
の
手
当
て
、

搬
送
法
全
宵
待

マ
応
急
手
当
普
及
員
講
習
(
講
習
時
間
包
時
間
)

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
の
基
礎
実
技
、
そ

の
他
の
泌
急
手
中
1
の
某
礎
実
技
、
基
礎
医
学
、

資
総
材
の
山
取
り
被
い
.
史
街
・
指
導
技
法
、
応
急

手
当
の
指
導
.
要
領
、
心
作
荷
下
中
I
の
組
み
A
H
わ
せ

と
指
導
要
飢

※
詳
し
く
は
、
消
防
署
・
介
署
ま
で
ど
う
ぞ
。

応急手当のネットワークを広げましょう

(3 ] 7 広報うえだ6.11. 



..1天ぷらを湯げるときは、

t:ft その場を離れない

E型車 ①最近、台所のコンロから出火する火災ガ急増中。

‘' フライや天J3iら主主との揚げ物ガ食卓に増え疋こと

や、主婦の週に対する知識不足なとが原因といわ

れています。

②その場を離れるときはI却す火を

消してから〈設を少さくしてコン

ロを離れる人ガ多い刀、食用沼は

350'C程度になると自然発火するλ

6ふろの空だきをしない

①宗火するときは、叫す泣くガ入っていることを確

カめてから。

②浴題の栓は手で完全に締める。 71<漏れガ1d:いか

どうか、点火

後何回か点接

するぐらいの

用j山深さを。

③局すときは元

住も締める。

2寝たばこ、たばこの投げ鎗ては厳禁

①左ほこは決め疋場所以外では吸わないようにする。

②灰皿は大きめのものを使用し、常!こ水を入れてお

く。

③歩行中や作業中に

くわえ疋はこはし

ない。

④火のついだだほこ

をTiJ.置し怠い。そ

の場を離れるとき

は完全|こ火を消し

てから。

風が ー に ー は い

①疋き火をするときは、その場を絶対に離れ1d:い。

②周辺から燃えやすいものや危険物を片づける。

③水を入れ疋ハケ~yを忘れずに準備しておく。

④子ともだけで、

疋き火をさせ

ない。

⑤疋き火ガ終わ

っ疋ら、完全

ァ ー え や す い ー な い
①litfTfm紙などの燃えやすいものを家の回りに置か芯

②夜に出写家庭のごみガ股火の的となることガある

のて、ごみは

指定され疋巴

の朝に出写こ

と。

③空き家、車庫、

吻置などの戸

締ぎりはしっ

5子どもにはマッチやライターで

遊ばせない

①子どもの自につくところに、マッチやライターを

置さっぱなしにしない。

②日こう力ら子どもに、火の正しい使い方や火のお

そろしさを きちんと叡え

る。

③花火をするときは必ず大人

ガ{すき添う。狭い場所ては

==tI花火をし芯い 水の用意を

しておくことも大切。

広報うえだ6. 11. 1 [4] 



選挙
i差F
量しに
Yi すこ * 

UlldilJ:、 101J 2011、j辺愉'(1

による r[毛11僚会議制止行11diJの

認定を'乏けました。

これは今年 6川に施行された

r コンベンション法」に J，~づ L 、

て、 ー定の条('1二を;持たしている

行Ildiが指定されたもので.す。!u

1付て1ま!てnI rtiのほか、 i之 ~')"di 、

松本rli1:合めて、 すで11(1で"，10ftlIdi 
カ1~'行主を'乏けました。

!U内では、 1998 ff l lトJm~の lHf

冬苧オリンピックのiVCWiが;lliむ
'1'で、 1'，川市でむ制!IIの観たn
i仰を'1-:かして、 l司1)'1Yトの人的交

j市と Ilq隙~~;t\: を j生めていくこと

により、経uヰ効果 tdi の'Íê)1~ カT

JtJI i ，~:されます。

diては今後、同|原会議のJ奇抜

にli'Jけて、 iV，fJ1/iをjlliめていきま

す。

・問い合わせ 観'}{:"ぷ(1人j線 l

1 2 1 ) 

(5 ] 広担うえだ6， 11. 1 

ftl0消火の備えを万全に

・田直 ①簡易型火災長線器主!とを設置して、火災を事ぐ発

aiJ 晃する備えを。

一 ②邑家庭!こ韻低14'1eJ:消火器を備える。

③三角バケツむ

ど邑部屋!と予

を鯖尭る。

タお年寄りの部屋は2階にしない

④角川器の使い

万ゐ乙而や

消防機関で行

う防災副|紳!C
let棋極的1こ3
加する。

① 自立02倍J とし、い、 J、火 CIJζP会ての死亡事部

刀多い。お年寄りゃ手ども、病人沼どの器産はて

きる古け2陪let遭Jる。

②お年寄りにlet、柑元

やトイレぶど、行動

範囲|ご応じて榎故の

呼ひ誌を準備し、万

一の混合に備える。

③ガスの売住や電気曽

員の差し込み怠ど、

夜寝る前|こま族ガお

年寄りの部屋を確か

める習慣を。.1寝る前lこ必す火の元を確かめる・・E①力スの元在、ことつのコンセノト匂と、寝る前!こ

聖彊 leI'，火の元を点、損して回る。

‘' ②「刀スコンロの元註」おど点鴇i買自を芭い疋メモ

①力一テニヨ〉近えてストーフを使つだり、ストーブ

のJ二部て洗宰吻leSどを午"，，12.りし怠い。
②給油は〉1〈を完全|こ;肖レて力ら行う。

③石油ストーフは河

震自動消火装置伺

さのものを使う。

正しく機能するか

どうか点慎 ・翠備

も恵り怠く。



い
ま
、
「
家
族
」

を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

-
「
国
際
家
族
年
」
と
は
何
?

家
族
は
、
社
会
に
お
い
て
重
要
な
基
礎
的
単

位
で
す
。
し
か
し
近
ご
ろ
、
核
家
族
化
や
都
市

化
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
従
来
の
家
族

の
あ
り
方
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
ま
で
家
肢
が
担
っ
て
き
た
、

子
育
て
や
し
つ
け
、
介
護
な
ど
、
「
家
族
」
と
し

て
の
機
能
が
低
下
す
る
と
い
う
現
象
が
、
世
界

的
な
規
模
、
て
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、

一
人
ひ
と
り
が
家
族
の
大

切
さ
や
役
割
、
そ
し
て
家
族
問
題
の
対
策
を
今

一
度
考
え
る
き

っ
か
け
と
す
る
た
め
、
同
連
は
、

「家
族
か
ら
は
じ
ま
る
小
さ
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、

1
9
8
9
年
の
第
付
回
国

連
総
会
で
、
今
年
を

「国
際
家
族
年
」
に
定
め

ま
し
た
。

-
国
際
家
族
年
が
目
指
す
も
の

国
述
、
て
は
、
国
際
家
族
年
の
実
施
に
あ
た
っ

て
、
次
の
よ
う
な
原
則
を
定
め
て

い
ま
す
。

-
社
会
は
、
家
族
が
コ
ミ
ュ
ラ
ア
ィ

l
の
中
で

ー

家
族
の
責
任
を
完
全
に
果
た
せ
る
よ
う
に
、
幅

削山

広
い
可
能
な
保
諮
と
援
助
を
し
て
い
く
べ
き
で

{

あ
る
-
了
ζ

。

・
国
際
家
族
年
は
、
多
様
な
家
族
の
ニ

l
ズ
に

対
処
す
る

、』
t
。

・
家
族
内
の
個
人
の
立
場
に
か
か
わ
ら
ず
、
基

本
的
人
権

t
基
本
的
自
由
の
促
進
を
求
め
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

-
政
策
は
、
家
族
に
お
け
る
男
女
の
平
等
の
強

化
を
目
指
し
、
家
族
内
の
京
任
の
よ
り
完
全
な

分
担
と
雇
用
機
会
を
も
た
ら
す
も
の
、
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、

』
t
。

7 f1. 広報うえだ6.

園
家
族
問
題
に
対
す
る
認
識
を

政
府
で
も
、
岡
際
家
族
年
の
た
め
に
、
同
省

庁
か
ら
な
る
関
係
省
庁
連
絡
会
識
を
設
置
し
、

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
(
総
理
府
)
、
家
庭
教

育
に
関
す
る
調
査
(
文
部
省
)
、
少
子
化
問
題
対

策
(
厚
生
省
)
、
民
村
女
性
活
動
促
進
事
業
(
農

水
省
)
、
仕
事
と
育
児
の
一向
立
に
つ
い
て
(
労
働

省
)
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
い
ま
「
家
族
」
な
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
家
族
構
成
の
変
化
や
機
能

の
低
下
が
、
社
会
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で

す
。
家
族
は
、
社
会
の
最
小
単
位
で
す
が
、
社

会
全
体
の
問
題
、
で
も
あ
る
の
で
す
。

と
か
く
、
家
族
問
題
に
対
し
て
は
、
関
心
が

低
く
、
家
庭
で
の
会
話
が
不
足
し
て
レ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
家
族
年
を
機
会
仁
、
も

う

一
度
「
家
族
」
そ
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
国
際
家
族
年
の
関
連
行
事
と
し
て
、

日
月
初
日
出
に
創
造
館
、
て
、
「
国
際
家
族
年
を
考

え
る
親
と
子
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
・
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。



{ア)

国際家族年

4国際家族年シンボルマーク
国際家族イド念総徴する公的なシンボルマークは、

家族が社会の械となる拙も大切なものであって、ぞ

れがノ、ートであることを表わしています。

ハート I .:J: J~艇で{抗議され、大きいハートはさらに

小さいハートに辿なっています。これは、愛情で結

ばれている家族榔1Jx.n.の家庭生活を映し出しており、

養育、介』:護など、家庭における生活 t愛情念象徴し

ています。

ノ、ートからイiに向けての聞きは外tの連続状態t

米米への不雌定性l関係念、屋棋のかすった筆使いは

家族の桜雑性を総徴しています。

国際家族年を考える親と子の集い
~家族は心のオアシス~

1 1月26日出午後12時50分~ 上田創造館
午後12酔50分~

オープニングセレモニー

午後 l時10分~

作文発表「国際家族年を考える」

午後2時10分

ファミリープレイランド

①親子で楽しむ体育遊び

…家族そろって、気持ちのよ

い汗を、¥，¥っぱいかきましょ

う。(上履き靴をお持ちください)

②演劇「ピーターとおおかみ」

(劇団ちろりん)

…楽しいお話の世界をどうぞ。

③大道芸

④プラネタリウム「秋の星座

と輝けアルカス」

…夢とロマンあふれる宇宙へお招きします。

(上映時間は 2時20分-)

⑤コーナー遊び

・お正月のしめ飾り作り(2 時10分~4 時)

・・お年奇りが、わかりやすく教えてくれます。

家族みんなで作った「しめ飾り」を新年に飾

りましょう。

広報うえだ6.11. 7 

-貝殿細工コーナー…誰にでも作れます。

・作って遊ぼう楽しい工作…万華鏡やこまを

作って逝びましょう

⑥出入り自由コーナー

・ぼくの絵わたしの絵 ・絵画作品展

…市内の保育園 ・幼稚園 ・小学校の幼児 ・児

童の作品を展示します

・アジアの写真パネル展

・・・アシアの国の人びとの写真を展示。

・太陽黒点観察コーナー (2 時10分~3 時)

…創造館のシンホル、実体ドームの中の赤道

儀で太陽黒点の観察をしまし

ょっ
・しめ飾り実演コーナー

午後3時20分~

映画観賞 r父と子の休日」

午後4時~

エンデイングセレモニー

※駐車場が狭いので、相乗りでご来場ください。

・問い合わせ 児童保育課(内線1631)



山
川
は
火
神
岳
(
牒
ぃ
H

川
約
九

.h
・
・
・
十
メ
ー
ト

ル
}
の
北
の
徒
に
伏
抗
す
る
集
縦
、
て
、
竹
ノ
・
災

地
符
に
は
純
文
時
代
の
造
跡
が
あ
る
な
ど
十
け
く

か
ら
人
々
が
住
ん
で
い
た
場
所
で
す
。

八
木
沢
仁
ま
た
が
る
山
間
池
は
貯
水
量
約
二

卜
六
万
一
.
千
立
万
メ
ー
ト

ル
と

い
う
大
き
な
規

肢
で
、
嵐
山
市
ド
を
代
ぷ
す
る

m池
の
.
つ
で
す
。

策
治
は
江
.
ド
時
代
が
始
ま
る
成
長
年
川

(

4

札

九
六

l
a
h
ハ
.
問

)
t
eえ
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
は
こ
の
池
の
近
く
に
「
山
地
や
蚊
と
び
こ

む
水
の
青
」

の
巴
旅
旬
叫
が
あ
り
ま
し
た
。
巴

佐
川
没
後
百
年
を
記
念
し
て
克
政
十
で
年
に
建
立

豊
富
な
貯
水
量
「
山
田
池
」

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
旬
開
の
山地

主
は
俳
句
合
学
ぶ
人
々
が
多
か

っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
お
り
ま
す
。
(
句
碑
は
現
介
江
東
村
地
特
に

あ
り
ま
す
)

江
戸
時
代
の
算
学
(
数
学
)
の
大
家
で
全
国

に
そ
の
%
を
知
ら
れ
た
竹
内
普
丘
は
山
間
の
川

身
で
す
。
少
午
の
こ
ろ

k
m
の
武
家
に
ボ
公
し

タ
H
に
な
る
と
小
諸
ま
で
掠
予
を
何
い
に
行
き
、

川
け
点
に
川

っ
て
く
る
と
い
う
労

h
家
で
し
た
。

そ
の
後
、
江

.γ
に
山
て
聞
流
鉱
山
下
を
学
び
門

戸
そ
あ
げ
た
こ
と
か
ら
、
上
川
端
は
七
百
一二
人

扶
持
の
佐
川
士

t
し
て
採
叫
し
、
勘
定
所
(
財
務

会
計
所
管
}
平
勘
定
を
命
じ
ま
し
た
。

農
民
が
足
峰
に
採
則
さ
れ
る

-」

t
は
あ
っ
て

も
、
み
H

再
の
よ
う
に
徒
上
僚
の
身
分
、
て
探
川
さ

れ
た
例
は
そ
れ
ま
で
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
、
彼
に
よ
せ
た
し
仁
川
端
の
期
待
の
大
き
さ
が

わ
か
り
ま
す
。

必
怖
の
財
政
阿
佐
な
ど
に
功
絞
を
あ
げ
た
芹
乃

は
嘉
永
一応
午
(
一
八
四
八
)
故
郷
の
山
州
へ
州

り
ま
し
た
が
、
晩
年
に
農
民
の
あ
り
方
舎
一
市
す

『わ
ら
は
べ

似
川
面
の
さ
か
え
』
を
著
し
て
い

ま
す
。
「
五
人
組
を
ば
そ
ま
つ
に
す
る
な
け
ん
や
弟

b
同
じ
引
」
な
ど
の
教
訓

ettmの
よ
う
に
記

し
た
本
、
で
す
。

山
川
の
制
刷
h
J

に
は
問
凶
八
ト
八
カ
所
の
仏

の
う
ち
似
品
・

『平
等
与
の
薬
師
如
米
、
い
川
川
知

-

恨
干
狩
与
の
千
手
観
計
祥
院
な
ど
問
体
が
安
訳
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
元
禄
時
代
に
車
問
の
寺
々
に

配
仏
さ
れ
た
仏
像
と
の
こ

t
で
す
。
ま
た
、
境

内
の
卜

E
常
に
は
有
名
な
.
，
h
造

1
・E
保
な
ど
が

時
恨
ん
で
い
ま
す
。
ト・
L
しはい
uhト
.
で
人
の
.忠
業
を

化

A

r

裁
く
山
雌
・
k
な
ど
卜
人
の
巨
の
‘
』
と
で
す
。

(
平
野
勝
重
)

(8 J 7 11. 広報うえだ6.

-
サ
ッ
カ
ー
講
演
会

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
.
そ
。

マ

と

き

ロ

月

9
日
働
午
後

6
時
羽
分

か
ら

8
時
却
分
ま
で

マ
と
こ
ろ

上
回

も
a
i
h

え
U
じ

創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

マ

講
師

森
孝
慈

さ
ん
(
サ
ッ
カ
ー
元
全
日
本
代
表
監
督

・

J
リ
l
グ
浦
和
レ
ツ
ズ
前
監
督
)

マ
入

場
料

無
科

-
サ
ッ
カ
ー
実
技
講
習
会

マ

と

き

ロ

月
凶
日
出
午
前

9
時
却
分

か
ら
日
時
却
分
ま
で

マ
と
こ
ろ

東
部

町

・
町
民
ク
ラ
ウ
ン
卜

(
雨
天
の
場
合
は

町
民
体
育
館
)

マ
対
象

小

・
中
学
生

マ
募
集
人
員

2
0
0
人
(
申
し
込
み

が
多
款
の
場
合
は
抽
選
)

マ
参
加
料

無
料

マ
申
し
込
み

左
記

(9
ペ
ー
ジ
)

の
と
お
り
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

(1
枚
に

つ
き
1
名
)

マ
締
め
切

り

日
月
れ
日
開

(
必
着
)

-
問
い
合
わ
せ

上
田
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
(
宮
@

2
1
3
0
)



塩
田
平
を
代
表
す
る
大
き
な
た
め
池
「
山
田
池
」
。
昔
、
-
』
の
池
の
近
く
に
芭
蕉
句
碑
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

カメラスケッチ

-案内図(一部)

ヘ¥
』〆 Uて妥
「松尾町アートギャラリーJ が、 10月12日

から 17日まてギャラリー UDで開かれました

明治・大正・昭和の、古きよき時代の写真や道

具などを前に、訪れたお年寄りが「昔を思い

出すね」と 、しきりに懐かしがっていましたら

10月13目、横浜て行われた全国消防操法大

会に、県代表として出場した上田市消防団第

l介団がみごと準優勝に F 市役所前で行われ

た報告会には、深夜にもかかわらず、多くの

市民・関係者が集まり、隊員を祝福しました。

4町

:過
去
IJ' 

勺

の
.メ
、ソ

セ

、.'* 〉〆 *
4町

* ;a青
れ
の
舞
ぷA

ロ
で
準
優
勝:
* 

第 7由を迎えた rいのち・愛・人権上回展J

が、10月14日から 16日まで、ジャスコ上回底

て行われました 会場に展示された、写真パ

ネルやポス ターなどを、買い物のついでに立

ち寄った人たちが真剣に見入っていました。

‘庖報うえだ6.

樹勢4際空E，
凶曲 目

7 f1. 

* :明
る

社
£ト
~ 

目
指
し
て:
* 

[9 ] 



川
ブ
ラ
シ
や
ス
ポ
ン
ジ
含
使

っ
て、

水
で
汚
れ
を
洗
い
流
し
て
く
だ
ち
に

洗
う
と
き
は
、
柄
を
上
に
し
て
袋
側

か
ら
洗
い
ま
す
。一
向
耐
を
洗

っ
た
ら

・
水
で
す
す
ぎ
、
水
を
切

っ
て
風
通
し

の
よ
い
場
所
で
広
げ
て
乾
か
し
ま
す
。

3
か
月
巳
一
度
は
洗
剤
で

ぽ
に
、

3
か
川
に

.
度
ぐ
・り
い
は
、

市
販
の
沈
出
削
洗
剤
を
使

っ
て
洗
い

ま
し
ょ
・
フ
。
水
洗
い
と
同
じ
要
領
で
、

---------aE・
・
唱
E
F
-
-
-
-
-
-

.
山
が
降
り
就
い
た
後
の
ぷ
問
先
で
、

何
と
な
く
水
の
腐
っ
た
よ
う
な
央
い

の
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
原
因
は

雨
傘
、
て
、
手
入
れ
が
悪
い
た
め
仁
臭

う
の
で
す
。
雨
傘
を
使
っ
た
ら
、
必

ず
水
ぞ
切
り
、
佐
い
た
タ
オ
ル
J
L
M
m

eふ
い
て
、
附
れ
た
日
に
わ
ふ
州
問
先
な

ど
仁
広
げ
て
・
卜
す
・
同
と
そ
柄
引
制
に
し

を

4
4
t
L
ト
A

，
.
可
J

。

雨
傘
に
は
、

.山
水
に
お
け
込
ん
だ

汚
れ
が
つ
く
の
で
、
と
き

E
き
洗
溜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
E

.

.

.

 

，
 

図書館8⑫0880 

l; 

6
 

E
 

-え-つ却

炉

広

す
と
で
き
あ
が
り
で
す
。

4
R曹
司

雨
傘
は
、
使
っ
て
い
る
う
ち
仁
防
折
り
た
た
み
武
の
一雨
傘
は
、
よ
く

水
効
果
が
だ
ん
だ
ん
弱
ま
っ
て
き
ま
乾
か
し
て
か
ら
た
た
ま
な
い
と
、
廿

す
。
洗
剤
で
洗

っ
た
後
は
、
什
や
柄
が
さ
び
る
こ

t
が
あ
り
ま
す
。
問
問

を
よ
く
・
小
い
て
出
げ
て
舵
か
し
、
防
し
に
く
く
な

っ
た
ら
、
ミ
シ
ン
油
を

水
ス
フ

レ
ー
を
吹
き
つ
け
て
お
き
ま
ス
ラ
イ
ド
す
る
却
分
に
喰
っ
て
お
き

し
よ
う
。
余
か
ら
初
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
ま
す
。
ふ
?
フ
の
附
傘
と
問
般
に
、
と

離
し
、
余
を
川
し
な
が
ら
全
体
に
む
き

E
き
聞
い
て
水
洗
い
を
し
た
り
、

ら
な
く
吹
き
つ
け
、
し
ば
ら
く
乾
か
洗
剤
て
洗
っ
た
り
ム
ま
し
ょ
・フ
。

........ ，
 

.... 

，

.a--------m 

.... ，
 

.エプロン百科

ス
ポ
ン
ジ
な
ど
で
水
洗
い

晴
れ
た
日
に
干
す
習
慣
を

柄
を
ト
し
じ
し
て
傘
守
広
げ
、
・
ぬ
側
か

ら
沈
減
問
の
」
ブ
ラ
シ
か
ス
ポ
ン
ジ
に

洗
剤
を
つ
け
て
洗
い
ま
す
。
傘
を
川

し
な
が
ら
、
中
心
の
部
分
か
ら
端
に

向
け
て
こ
す
り
ま
す
。

洗
い
に
く
い
廿
の
仰
の
7
4
向
の
扶

い
加
分
は
、
向
ブ
ラ
シ
に
洗
剤
を
つ

け
て
む
一
山
れ
の
ひ

E
い
と
ζ

ん
は
、

住
宅
洗
剤
を
他
い
ま
す
。
以
側
の
次

に
と
が
側
ぞ
洗
い
、
汚
れ
が
詐
ち
た
ら

全
体
に
水
を
か
げ
て
洗
剤
ぞ
洗
レ
流

•••••••••••••••• 

し
ま
す
。

仕
上
げ
に
防
水
ス
プ
レ
ー

人が育つというとと・・・・・・・…..........・・・・田中孝彦

アジアごはん紀行.....................白・・・・・向山昌子

美の陰謀一女たちの見えない敵ー

…..ナオミ ・ウルフ

タカラシーェンヌへの道・..........・・・・・・・・・・田辺節郎

アメソカの歌声が圏こえる……………亀井俊介

膏審の影・..............................・・・・・・・・君嫁良一

骨董の話…..・…………........・H ・-…・・水上 勉

松代大本営の真実…・・…....・H ・....・H ・...白煙 隆

冬の奮議・..........・・ー・・ー・ーー・..........・・・・・秋山ちえ子

総理執務室の空耳.....................・・・黒川小太郎

ミステリーズ・..............................・・山口雅也

宮沢賢治の青春…・-…………・…・・・菅原千恵子

山の文学紀行・..............................・・福田宏年

遥力、戦火を離れて-…-…・...・H ・-……・・佐江衆一

少年たちの戦場・・・・ 0・・・・・・..........・・・・・・・・・高井有一

東京パカッ花……………………...・H ・-室井滋

シンデレラストーリーにだまされないで

…田中満智子

八マコーの証人像間(国民のために代表質問い

たします)…...・H ・..…...・H ・.....・H ・..…浜田幸一

カラー図鑑錦鯉の飼い方、楽しみ方…桑原祭寿

別館三号室の男……・……コソン・テクスター

宇宙の皇子 煉獄編………・…・・・……・藤川桂介

柳田国男南方熊楠往復書簡集・..........柳田国男

総賓と才覚…..…-………....・H ・-…・神渡良平

(101 7 11. 

E
E
--官
ιιtiも
の
、
ほ

固
圏

U
U
制
約
訴
は
い

園
圏

一
ι
三
宮
f
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マ
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ビ
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カ
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A
型
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円
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
シ
l
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無

料

マ

ペ
ピ

i
ラ
ッ
ク

8
0
0
0
円

マ

ラ

ジ

カ
セ

3
0
0
0
円
マ
衡
問
乾
像
機

1
0
0
0
0
円
マ
換
気
川
(
お
吋
)

1
0
0
0
阿
マ
処
断
み
ミ
シ
ン

2
0

0
0
円
マ
足
時
間
み
ミ
シ
ン
〈
工
業
用
)

5
0
0
0
円
マ
脚
州
市
ガ
ス
炊
飯
捺



健康Q&A

死
亡
率
高
く
漕
加
傾
向

年
に
一
度
定
期
検
診
を

-
「
大
腸
か
ん
」
の
症
状

• 

今
年
初
め
て
市
の
大
腸
が
ん
検

診
を
申
し
込
み
ま
し
た
。
大
腸
が

ん
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q 

大
腸
が
ん
死
亡
率
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
上
川
市
は
全
国
比

で
も
大
腸
が
ん
死
亡
率
が
一い
向
い
た
め
、
昭

和
印
年
度
か
ら
市
で
検
診
を
始
め
ま
し
た
。

大
山
町
が
ん
が
明
加
し
た
郎
同
の

，つ
に、

食
生
活
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
以
前
の
日

本
人
の
食
生
活
は
殺
矧
や
肝
菜
、
魚
な
ど

A 

-----------------------EE---------EE----

「お
は
な
!
」
♂
楽
!
寸
、
写

山
浦
美
幸
さ
ん
〈
M
M
歳
・
上
常
国
〉

が
小
心
で
し
た
が
、
品
近
は
牛
肉
な
・
ど
動

物
性
の
脂
肪
や
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
と
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
食
物
繊
維

を
と
る
品
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

「
自
己
判
断
」
は
絶
対
し
な
い

大
山
仰
が
ん
は
以
初
、
ほ
と
ん
ど
が
無
症

状
で
す
。
し
か
し
、
れ
党
組
状
は
な
く
て

も
、
が
ん
病
巣
と
使
が
ニ
す
れ
て
出
血
す

る
た
め
に
、
使
に
政
が
混
じ
り
ま
す
。
早

期
の
場
合
は
出
胤
も
少
な
い
た
め
目
、
て
見

て
わ
か
ら
な
い
場
合
が
多
い
で
す
。
そ
こ

で
早
期
の
が
ん
そ
発
見
す
る
た
め
に
徴
誌

で
も
出
血
を
比
逃
さ
な
い
「
便
潜
血
反
応

検
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
(
到
庄
、
市
で
実

施
し
て
い
る
検
汽
)。

的
で
も
似
に
山
肌
が
混
ぎ
り
ま
す
。

こ
の

場
合
、
出
胤
し
て
い
て
も
「
痔
だ
か
ら
だ

------E・・・・・・・
EE

「
お
は
な
し
ぎ
し
き
わ
ら
し
の
会
」

で、

子
ど
も
の
た
め
に
「
読
み
聞
か
せ
」

t
「
お
は
な
し
」
そ
し
て
い
ま
す
。

「
お
は
な
し
」

t
い
う
と
、
分
か
り
ず

ら
い
ん
で
す
が
、

一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
、

「
党
え
て
滞
る
こ
と
」
を
い

っ
て
い
ま
す
。

伝
点
の
訴
り
手
の
よ
う
に
、
向
分
が
子

E
も
の

t
き
に
問
い
て
覚
え
た
'
と
い
う
幼

児
体
験
が
、
今
は

t
だ
え
て
い
る
の
で
、

文
京
を
繰
り
返
し
読
ん
で
党
え
ま
す
。

た
だ
時
川
し
て
い
る
の
と
は
述
う
ん
で

す
。
か
と
い
っ
て
、
崩
じ
て
い
る
の
と
も

述
う
:
・
と
い
う
微
妙
な
と
こ
ろ
で
す
。

「
お
は
な
し
ざ
し
き
わ
ら
し
の
会
」

"" ~ 検査を受けて、出血を見逃さずに

い
じ
よ
う
ぶ
」

t
向
己
判
断
せ
ず
に
、
年

に
1
聞
は
定
期
検
診
含
受
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
下
痢

t
便
秘
を
繰
り
返
す
、

使
が
制
く
な
る
な
ど
の
便
通
呉
伯
や
血
使
、

版
怖
、
体
互
の
減
少
、
原
閃
不
明
の
貧
血

な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
し
た
・
句
、
限
保
機

附
で
交
法
し
て
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
保
健
「
防
課

3
7
6
、
1
3
7
9
).••••••••..••••••••• 

(
内
線
]

は
、
ち
ょ
う
ど
凶
年
前
に
わ
た
し
が
主
宰

し
て
始
め
ま
し
た
。
問
書
館
、
て
や
ら
せ
て

も
ら
え
な
い
か

t
掛
け
合

っ
た
ら
、
途
・
山
!

で
や
め
ら
れ
る
と
凶
る
の
で
、

5
人
集
め

た
ら
や

っ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
。
そ

れ
で
、
友
達
そ
説
得
し
て
と
り
あ
え
ず
仲

間
を
集
め
ま
し
た
。
現
在
は
、
印
歳
代
か

ら
初
歳
代
ま
で
の

6
人
が
メ
ン
バ

ー
で
す
。

世
間
で
は
、
あ
る
程
度
の
年
に
な
る
と
、

児
竜
文
学
は
読
ま
な
く
な
る
も
の
と
思
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
わ
た
し
向
身
、
も
の
す

ご
く
児
市
文
乍
が
針
き
て
、
ず
っ
と
説
み

続
け
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
チ
H
F

・-も

の
・
本
の
関
係
で
、
何
か
で
き
る
と
い
い
な

3
0
0
0
円

マ

ス

チ

ー
ル
本
棚

0
0
円
マ
サ
イ
ド
ボ
ー
ド

9
0
0
0

円

マ

ち

ゃ

ぶ

台

無

料

マ

ス

ピ

ー

ド

ス
ケ
ー
ト
靴

(
M
・
5
吋
，)

無

科

マ

市
平
岡
地
カ
セ
ッ
ト

2
0
0
0
円

マ

タ

イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
(
ワ
ン
タ
ッ
チ
式
・
日
パ
ナ
)

1
0
0
0
0
問
マ
淡
物
だ
る
(
4
午
)

1
0
0
0同
マ

エ

レ

ク

ト

i
ン

無

料

・
3
0
0
0
川

3 
0 

マ
ペ
ピ

l
布
凶
マ
ぶ
ら
ん
こ
(
屋
外

周

)

マ

三

倫

率

マ
お
ん
ぶ
ひ
も
マ

ワ

ー

プ

ロ

マ

冷

成

時

マ

掃

除

機

マ

ホ
l
ム
ビ
デ
オ
マ
伝
上
ミ
シ
ン
マ
ふ

み
一
式
(
フ
ロ
ハ
ン
ガ
ス

・
郷
市
ガ
ス
)

マ
ダ
ブ
ル
ベ
ヴ
ド
マ
核
埋
だ
ん
す

マ
物
前

(
1
W
3
2
.川
町
)
マ

vmだ
ん
す

マ
ペ
ピ
ー
だ
ん
す

-・・・・=・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

t
思
っ
て
い
た
と
き
、
東
京
子
ど
も
図
書

館
の
松
岡
辛
子
さ
ん
の
「
オ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
部
屋
」
と
い
う
本
を
刊ぃ
叫
ん
で
、
「
お
は

な
し
」
そ
知
っ
た
ん
で
す
。

こ
れ
で

f
・ど

も
に
伝
え
れ
ば
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

引
伐
の
活
動
は
、
毎
凡
第
2
日
開
日
の

午
後
2
時
か
ら
と
、
小
学
生
を
対
象
に
第

2
土
曜
日
の
午
前
中
に
凶
書
館
で
「
お
は

問

な
し
の
合
」
を
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ

尤

か
仁
保
育
園
や
学
校
に
出
前
も
。

一ロ

こ
う
い
う
活
動
が
、
わ
た
し
た
ち
だ
け

加

で
な
く
、
ど
ん
ど
ん
出
が
っ
て
、
「
お
は
な

し
」
や
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
を
多
〈

]anE
l
 

の
人
に
知

っ
て
ほ
し
い
と
忠
い
ま
す
。

日 7 11. 



情報
-
第
四
団
長
野
大
学
公
開
講
座

'マ
ノレ

フー

チ
メ

日
月
ロ
日
出
午

長
野
大
学

1
0

千
曲
川
ク
リ
ー
ン
エ

イ
ド
似
に
参
加
を
/

••• 
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
千
曲
川
・

上
履
グ
ラ
ウ
ン
ド
問
辺
、
て
、
市
民
総

参
加
の
治
制
柄
引

「
千
山
川
ク
リ
ー

ン
エ
イ
ド
制
」
を
行

い
ま
す
。

今
年
は
、
内
L

き
加
知
の
倣
乱
が
特

に
ひ

E
い
よ
う
で
す
。
い
ろ
い
l

ろ
楽

し
い
催
し
も
用
意
し
て
、
地
n
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
と
き

日
川

G
H
川
午
前
9
時

ィ
ア
と
地

(12J 

域
社
会
の

-
矢
田
光
治
さ
ん
〔
法
凋
請
出
〕

完
ハ
イ
コ
ム
代
表
取
締
役
社
喪
}

日
炉
開
か
ら
⑪
-
竹
下
悦
男
上
田
市
長

-
龍
野
彰
宏
さ
ん

(
上
回
商
工
会
議
所
副
会
頭
)

i
川

時

マ

と

こ

ろ

小

牧
陥
ド
川

川
敷

{

上

刷

)

マ
内
容

山
川
前

助
、
環
境
ク
イ
ズ
大
会
、
豚
什

コ
ー

ナ

ー

マ

そ

の

他

A
K
H
に
参
加
賞

が
山
ま
す
。
小
雨
決
行

マ
問
い
合

わ
せ

上
小
地

H
事
務
所
総
務
ぷ
(
宮

@

7
1
1
3
)
、
午
前
部
境
ぷ
(
内
線

-
3
8
6
}
 

仕
事
を
お
探
し
の
人

就
職
相
談
の
集
い
ヘ

保 -
)[1 1-_ • 
tfi. 'J、.
、11地
抗・域
がな
参 E
})IIの
し余
、業

:j(，t {f.';J 

腕 50
仁社
ゥの

い
て
山
持
相
品
、
耐
同
刊
を
行
い
ま
す

就
職
に
つ
い
て
お
同
り
の
か
た
の

参
加
ぞ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

E
就
職
相
談
の
集
い

マ
と
き

U
月
日
日
制

-
東
信
地
域
新
規
大
学
等
卒
業
予
就

職
面
接
会

マ
と
き

日
月
お
円
山側

マ
と
こ
ろ

有
工
会
議
所
5
階
ホ

ー
ル
(
時
聞
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

1
4
時

)

マ

問
い
合
わ
せ

上
刑

公
共
職
業
安
定
所
(
宮
@
6
3
6
3
)

「
金
剛
山
歌
劇
団
」
か

市
民
会
館
で
公
演
会

••• 
マ
と
き

は
円
4
川
仰
午
後
1
時

1
・
午
後
6
時
初
分
l

マ
と
こ
ろ

市
民
会
館
マ
問
い
合
わ
せ

金

剛
山
欣
劇
同
上
川
公
演
実
行
委
品
会

{
岱

@
0
0
3
2
・
@
0
0
4
9
)

将
来

広報うえだ6. 7 11 . 

• 
入
場
無
料
、
駐
車
場
有
り

問
い
合
わ
せ

長
野
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(
宮
⑮

8
0
0
7
)

• 

第
幻
田
信
州
ソ
パ
昂

評
会
を
開
催
し
ま
す

••• 
マ

と

き

日

n
m
n閃
午
後
1
時

か
ら

マ
と
こ
ろ

治
風
州

(し
し
山

山

町

)

マ

内

容

県

内

で

川

比

さ

れ
て

い
る

ソ
パ
約

1
2
0点
の
脳
示

マ
問
い
合
わ
せ

間
食
品
工
業
試

験

場

(
宮
0
2
6
2
@
3
1
3
1
)

「
消
費
生
活
教
室
」
講

演
会
に
お
出
か
け
を

••• 
マ
と
き

日
月

U
H
閃
午
後
1
時

初
分

i
3
時

初

分

マ

と
ニ
ろ

上

川
介
同
庁
合
マ
演
題
「
A
，
後
の
食

坐
前
と
日
本
段
業
L

マ

講

師

千

葉
経
済
大
学
教
授

・
唯
日
疋
康
彦
さ
ん

マ
受
講
料

無
料

マ
申
し
込
み

倒
的
成
境
品
{
内
線

1
3
8
8
}



• 
沖縄の今を考える講演会

・「沖縄社会と経済」

長岡短期大学教授 ・原因誠司さん

園「沖縄の家族と社会について」

沖縄大学教授 ・金城一雄さん

1>とき 11月3日嗣午後 l時から 1>と 二ろ 長野

大学 b主催 長野大学沖縄研究会 1>入場無料

b問い合わせ 沖縄研究会(宮@4957白季、覧栃)

「言宗.τIノト案-

(主催者の都合により変更する窃合があります)

'~_，_l ~ん 4 日t [，_'， L<t-

y九:Þ1Zþ6~民-hド;i'
、þ.~%民i司ヤ ー
、も炉T

信
州
木
ゆ
っ
く
り
の
家

モ
デ
ル
住
宅
展
示
会

••• 
マ
と
き

日
月
日
日
働
i
初
日
間

マ
と
こ
ろ
ア
メ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン

長
野
市
(
長
野
市
稲
昭
一
町
)

マ
問

い
合
わ
せ
県
庁
挫
築
作
理
課
(
包

0
2
6
2
@
7
3
3
2
)
 

少
年
映
画
鑑
賞
大
会

小
中
学
生
は
ど
う
ぞ

映 建具 ・
画マ つ識催 ・
ととてそれ ・
上~ ~身た
映 りに映
場 111 ヮ両
所 月なけを
爪 13':'~、鐙
(1) :-:- (:. .... ~; 
V Ila-切-1'¥:
;}< I~:\ fm 

(口) かし
の Hll':. 
Fケし?人マま h'Itl: 
(:上 半脱会
f!j::'映 九舎の

-二の丸1-2・n@0762

ー

K
I
D
S
)
:
・上
山
ニ
ュ

l
バ

l
ル、

上
回
デ
ン
キ
館

②
カ
ッ
パ

の
一
て
平

:
・上
田
映
画

劇

場

マ

対
象

小

・

中
学
生

マ
入
場
料

無

料

マ

問

い
合
わ
せ

県
庁
青
少
年
家
庭
諜
(
宮

0
2
6
2
@

7
1
3
0
)
 

こ
こ
ろ
・
健
康
・
家
庭

講
演
と
映
画
の
集
い

••• 
マ
内
容

①
部
出
「
家
出
の
役
訓

を
ザ
・え
る
」
(
同
際
ス
コ

l
レ
協
会
会

氏
、
水
池
栄
k
n
さ
ん
)
⑦
映
州
「
矧
笑

み

」

マ

と
き

日
月
初
日
山
午
前

刊
時
1
日

時

品

分

マ

と

こ

ろ

文

化
セ

ン
タ
ー

マ

そ

の

他

人
場
い
燃

料
。
託
児
ぞ
ご
希
望
の
か
た
は
事
前

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
聞
い

月日 催 し 跨銅 入渇方)1i問い合わせ

11 
長野大学吹奏楽部 長野大学/ 13: 30 無料

S 6 定期演奏会 吹奏楽部

G8 必
長野県食生活改密

11 : 00 無料 保健予防諜
推進委員大会

側9 
サロモンスキー

18: 30 有料
フェスタ'94-'95 ク ラ プ

出12 上回混声合目白団
19: 00 有料

よ田混声
定期演奏会 合唱団

制16 年末調!I'i説明会
10: 00 

無料 市民税課
14: 00 

2日0 グロソア合唱団
14: 00 有料

グロリア
定期演奏会 合唱団

02k2 j 
フランツ・リスト

18: 30 有料 社会教育課
室内管弦楽団公演

市民会館

文化会館 -材木町トト3・fi@0760
第3咽上小地区N

J6
日

合

わ

せ

中

央
公
民
館
(
岱
@
0
7

6
0
)
、
国
際
ス
コ

l
レ
協
会
卜
問
準

備

室

(
宮
@
0
6
9
6
岡
野
)

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
/

創
造
館
H
月
の
催
し

••• 
・
第

E
土
曜
日
学
習
施
設
活
用
の
催

し
「
太
陽
っ
て
ど
ん
な
天
体

i
太
陽

の
動
き

i」

マ
と
き

H
川
は

H
山
午
前
川
時

1
約

l
時

間

マ

対

象

小

中

川

以

L
L

マ
参
加
費

無
料

-
第

7
回
一
般
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ

と

き

れ

n
m
H山
・
初
日
川

午
前
9
時

1
午
後
4
昨
日
刊
分
マ
対

象

ト
.
小
地
以
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
凶
歳
以
上
の
人
初
名
(
光
者
順
)

自|講演と映画の集い

食昂衛生シンポジウム

城南公民館文化祭

母餓貌コ一ラス均 19: 3山:3ω3初01無問料|社会教膏諜

品引げl戸戦縮卸悶ヘ式主右族献吋叫大拾斗会~113: 3釦←0
ぷAl3理隼器顎臨申蒜斡2綜2鐸鰐織2誘諜離t隷既劇z銃刺R同貯昨昨|トトト19ぽ9:川0凹刊01M無M刊料引i中船悶民臨館

マ
受
講
料

5
0
0
円

マ
申
し

込
み

日
月
日
日
間
午
前

9
時
よ
り

屯
話
で
創
造
館
へ
(
宮
@
1
1
1
1
}

・
星
空
観
望
会

マ
と
き

日
月
刊
日

ω午
後
7
時

初
分

1

9
時
(
午
後
7
時
初
分
ま
で

に

集

合

)

マ

参
加
費

無
料

マ

そ
の
他

州
天
公
.
大
時
は
フ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
説
明
。
小
小
山
下
生
以
ド
の

人
は
保
護
省
川
伴
で
米
場
く
だ
さ
い
。

.
第

B
回
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

H
H
U
N
川
午
前
9
時

1
午
後
i
時

泊

分

マ

対

象

上

小

地
域
の
小
学
4
年
乍

1
小
学
3
年
生

ま
で
の
初
心
持
親
子
初
計
(
先
行
順
)

マ
申
し
込
み

日
川
引
日
間
午
前

9
時
よ
り
屯
話
で
制
造
館
へ

生
涯
学
習
♂
の
つ
ど

い
で
意
識
高
め
よ
う

••• 
マ
と
き

u
n
u日
ω午
前
川
昨

日・分

1
午
後

3
時

加

分

マ

と
こ
ろ

ぷ
品
市
文
化
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
刷

辺
施
ぷ
(
ぷ
J
山

}

マ

内

容

企

ニ
ュ
ー
ス
キ

T
ス
タ

l
・
む
付
か
お

り
さ
ん
の
品
川
刷
会

~2
タ
レ
ン
ト

・
山川

ホ
川
門
川
さ
ん
ら
に
よ
る
ハ
ネ
ル
デ

f

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
一3
作
仁
川
町
山
下
刊
行
印
刷
版

ぷ

・
ソ
パ
打
、
体
験
な
ど
の
句
作
純
体

験

・
れ
長
教
室
予
版
先
コ
ー
ナ
ー
は

か

マ

問

い

合

わ
せ

県
庁
れ
会
教

育

品

(
宮
0
2
6
2
8
7
1
3
8
)

(13] 7 11. 広報うえだ6.



-情報テーブル・

地
方
自
治
法
第
1
9
9条
第
4
項
の
規
定
に

婆
づ
き
、
平
成
8
年
度
定
期
監
査
を
左
記
の
と

お
り
拍
執
行
し
た
の
で
、
同
条
第
B
演
の
規
定
に

よ
り
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

上
田
市
監
査
委
員
久
保
田
直
人

同

成

沢

鎗

也

1

監
査
実
施
期
間

平
成
B
年
5
月
日
目
か
ら
同
叩
月
M
Bま
で

E

監
査
の
範
鴎

平
成
5
年
度
に
お
け
る
財
務
に
関
す
る
'
務

処
理
の
状
況
、
契
約
お
よ
び
事
務
怠
業
の
執
行

状
況
等

3

監
査
の
対
象

秘
書
課
、
応
急
工
事
課

総
務
部
:
・
総
務
課
、
企
画
課
、
霊
殿
支
所
、
纏

国
支
所
、
川
西
支
所

財
政
部
:
財
政
謀
、
管
財
諜
(
泡
回
有
線
放
送

所
)
、市
民
税
謀
、

資
産
税
諜
、
収
税
課

民
生
部
:
・
市
民
課
、
国
保
年
金
課
、
保
健
予
防

課、
生
活
環
焼
開聞
(
家
庭
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
)
、

清
婦
事
務
所

社
会
部
:
・
厚
生
課
(
点
字
図
・
館
)
、
高
齢
者
纏

訟
諜
(
栂
染
随
)
、
児
童
保
育
課
(
乳
兜
院
、
母

子
寮
、
児
童
館
、
纏
国
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
、

各
保
育
園
}
、
同
和
対
策
課
、
福
誕
車
業
セ
ン
タ

ー
(
塩
田
、
川
西
各
事
業
所
)
、
報
恩
寮
、
高
齢

者
箔
祉
セ
ン
タ
ー
(
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
)
、

川
西
社
会
復
祉
セ
ン
タ
ー
、

産
院、

短
図
解
放

会
館
、
減
筒
解
放
会
館
、
中
央
解
放
会
館

商
工
卸
:
・
筒
工
課
、
労
政
課
(
勤
労
者
得
祉
セ

ン
タ
ー
、
働
く
婦
人
の
家
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
)
、
観
光
課
、
市
民
会
館
、
公
園
管
理
事
務
所

愚
政
部
・:
痩
株
謀
、

土
地
改
良
諜
、
農
村
整
備

課
(
農
村
環
境
改
醤
セ
ン
タ
ー
}
、
農
村
下
水
道

諜建
政
部
:
・
管
理
課
、
土
木
謀
、
都
市
計
画
課
、

都
市
開
発
課
、
下
水
道
課
(
下
水
浄
化
セ
ン
タ

ー
)
、
建
築
謀
、
建
築
指
導
課

受
通
対
策
局
・
:
突
通
対
策
課
、
高
速
受
通
課

消
防
部
:
・
総
務
課
、
防
災
謀
、
蟹
防
第
一
課
、

書
防
第
二
謀
、
毎
防
第
三
謀
、
笥
防
第
四
課

会
計
諜

水
道
局
・
;
業
務
課
、
工
務
課
、
浄
水
管
理
セ
ン

タ
ー

議
会
事
務
局

教
育
委
員
会
;
・
庶
務
課
、
学
校
教
宵
課
(
各
小

中
学
校
)
、
社
会
教
育
諜
、
青
少
年
謀
、
周
和
教

育
課
、
体
育
課
(
自
然
運
動
公
歯
管
理
事
務
所
)
、

中
央
公
民
館
、
西
部
公
民
館
、
減
南
公
民
館
、

上
野
が
E
公
民
館
、
梅
田
公
民
館
、
川
西
公
民

館
、
文
化
会
館
、
図
冨
館
、
得
物
館
、
傷
濃
国

分
寺
資
料
館
、
山
本
鼎
記
念
館
、
第
一
晶
子
校
給

食
セ
ン
タ
ー
、
第
二
学
校
総
食
セ
ン
タ
ー

選
拳
管
理
委
員
会
事
務
局
、
公
平
委
員
会
寧
務

局
、
監
査
委
員
事
務
局
、
農
業
委
員
会
事
務
局

(
建
設
工
事
現
場
監
査
)

社
会
部
:
'
神
科
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
関
係
工
事
、

海
回
西
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
関
係
工

「滞
納
処
分
」
に
よ
る

電
話
加
入
権
の
公
売

••• 
市
税
な
ど
の
滞
納
処
分

t
し
て
、

屯
話
加
入
権
の
公
売
を
次
の

t
お
り

行

い
ま

す
。

よ
り
い
く
、
よ
り
安
〈

-u
mを
引

き
た

い
か
た
は
ぷ
で
も
参
加
で
き
ま

事商
工
部
・
・
・
湧
け
む
り
敵
策
道
整
備
関
係
工
事

農
政
部
・
・
農
業
パ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
施
設
建
設
関

係
工
事
、
室
賀
地
区
運
動
広
場
建
設
関
係
工
事

建
設部・・
・歴
史
の
敏
歩
道
整
備
関
係
工
事

水
道
局
・
:
染
屋
浄
水
場
管
理
棟
猶
設
関
係
工
事

教
育
委
員
会
・
・
・
上
苗
同
時
跡
寮
虎
口
矯
円
建
設
関

係
工
車
、
措
岨
国
中
学
校
部
室
建
設
関
係
工
班
、

ふ
れ
あ
い
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ
ー
ク
強
備
関
係
工

'
 

{
財
政
岨
沼
紛
団
体
の
監
査
}

総
務
部
・:
第
三
セ
ク
タ
ー
(
テ
レ
コ
ム

・
ユ
|
}

運
営
繍
助
金

民
生
部
:
・
上
田
市
医
師
会
後
間
急
患
セ
ン
タ
ー

濠
曾
費
補
助
金

建
設
部
・
・
・
上
宙
市
産
業
開
発
公
社
の
金
融
機
関

に
対
す
る
損
失
繍
償
費

教
宵
委
員
会
:
・
ふ
れ
あ
い
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ
ー

ク
施
畿
管
理
委
託
料

4

監
査
の
結
果

平
成

5
年
度
上
田
市
一
般
会
計
・特
別
会
計
・

企
業
会
計
の
銀
入
銀
出
お
よ
び
同
附
腐
書
類
の

監
査
に
当
た
っ
て
は
、
財
務
に
関
す
る
事
務
な

ら
び
に
事
業
の
執
行
が
法
令
に
適
合
し
、
適
正

か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
た
か
、
地
方
自
治
法
第

E
条
第
問
項
、
同
条
第
M
頃
お
よ
び
地
方
公
営

企
業
法
第

3
条
の
規
定
な
ら
び
に
議
会
の
議
決

の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
か
等
に

留
意
し
、

関
係
諸
帳
簿
お
よ
び
涯
・
類
を
照
合

す
。マ

と
き

日
月
刊
日
川

マ
入
札

時

間

午
前
叩
時
か
ら

叩
時
刊
分
ま

で

(説
明
は
午
前

9
時
品
分
か
ら
)

マ
と
こ
ろ

市
役
所
前
庁
舎

5
階

第

3
・
4
会
議
室

マ
方
法

競
争

入

札

マ

台

数

当

日

決
定

マ
公

告

場

所

山

役
所
、

問
殿
・
臥
川
・

川

阿
の
作

ぷ

所

マ
入
札
参
加
者

す
る
と
と
も
に
関
係
資
料
の
提
出
を
求
め
、
関

係
者
の
説
明
を
聴
取
し
て
実
施
し
た
。

こ
の
結
果
、
予
算
の
執
行
お
よ
び
財
産
の
管

理
な
ら
び
に
行
財
政
運
営
全
般
に
つ
い
て
逐
年

改
善
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
、
お
お
む
ね
適
正
で

あ
り
、
所
同
期
の
成
果
宇
佐
収
め
た
も
の
と
思
料
さ

れ
た
。そ

の
な
か
で
、
留
憲
ま
た
は
改
醤
す
べ
き
事

項
に
つ
い
て
は
そ
の
つ
ど
注
愈
ま
た
は
政
醤
を

促
し
、
特
に
本
年
度
に
お
い
て
は
、
行
政
経
費

の
効
率
的
運
用
と
い
う
立
湯
か
ら
、
繍
助
金
・

交
付
金
等
の
目
的
、
成
果
等
に
つ
い
て
の
徹
底

し
た
見
直
し
と
、
委
託
料
の
委
託
業
務
の
完
全

履
行
の
確
認
等
、
予
算
執
行
に
つ
い
て
慎
重
を

期
す
る
よ
う
格
別
な
要
望
を
し
た
と
と
ろ
で
あ

る。
ま
た
、
特
に
収
入
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
未

収
金
が
増
大
し
て
い
る
が
納
税
の
公
平
の
見
地

か
ら
の
税
な
ら
び
に
施
段
等
の
使
用
の
当
然
の

対
価
と
し
て
の
使
用
料
世
帯
の
確
保
に
般
大
阪
の

努
力
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
経
済

の
低
迷
が
続
く
な
か
で
、
行
政
相柑
要
の
多
織
化

に
は
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
も
、
事
務
官
'業
の

見
直
し
、
経
費
の
節
減
等
を
積
極
的
に
す
す
め
、

効
率
的
な
行
財
政
の
運
営
に
配
意
さ
れ
、
健
全

財
政
を
堅
持
し
つ
つ
、
市
民
宿
祉
の
充
実
と
活

力
あ
る
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
市
政
に
、
そ
の

効
果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
も
の
で
あ

る。

[14] 7 11. 広報うえ/Z6.

印
鑑
ぞ
お
持
ち

に
な
り
、
本
人
が
お

い
で
く
だ
さ
い
。
代
町
人
の
場
合
は
、

本
人
自
筆
の
委
任

状

t
代

理
人

の
印

鑑
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ

そ
の
他

公
売
当

H
ま
で

に、

滞

納

者
が
市
税
な
ど
を
光

納
し
た
場
合
に

は
、
公
売
を
小
止
し
ま

す
。

マ
問
い

合
わ
せ

収
税
減

(内
線
1
3
o
l

-
-
3
0
3
}
 



用
途
地
域
指
定
替
え

「
説
明
会
」
を
開
催
/

••• 

• 

都
市
計
画
法
と
建
築
基
準
法
の
改

正

に
よ
り
、
住
環
境
の
保
護
、
市
街

地
形
態
の
多
様
化
へ

の
対
応
な
ど
そ

目
的
と
し
て
、
用
途
地
域
が

8
種
類

か
ら
ロ
極
鮪
に
な
り
、

住

居

系

の

用

途
地
域
が
細
分
化
さ
れ
ま
し
た
。

(
6月
1
円
付
け
「
広
報
」
参
照
)

市
で
は
、
新
し
い
用
途
地
域
に
対

応
す
る
指
定
首
え
の
検
討
を
行
い
、

こ
の
た
び
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
次
の
日
韓
に
よ
り
説
明
会
を

開

催

し

ま

す
。

マ
問

い

合
わ

せ

線

1
5
2
5
)

都

市

計

画

課

(

内

-説明会日程表

月 日 Z4〉玉‘ 場 時 間

11月22日制 西部公民館 午後7時~

11月24日同 減南公民館 午後7時~

11月25日樹 中央公民館 午後7時~

11月四日附 市民会館会議室 午後7時~

※対象地域については、決まっていませんので、

都合の良い会場にお出かけください。
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清

水

勅

必

上

室

賀

市

一
柴
崎
加
点
裟
必
矢
沢

長
谷
川
美
年

川山

一卜

叩

…
中
川

作

点

治

秋

和

橋

本

治

繊

同

日

…

古

川

よ

ね

じ

縞

m

山
川
野
た
き
江
し
仁川
原
柳
町
別

…
竹
内

何

枚

林

之

郷

近
勝
一一
.て
郎

上

常

m
悌

…
金
滞
主
却
す

こ

石

神

甲

叩

き

の

は

上

本

郷

位

…

池

山

さ

セ

市

本

五

加

大

出

官

口

術

岩

下

町

山

一
佐
川
か
の
子

以
築
地

上

野

裕

新

聞

均

一

上

原

織

太

郎

石

御

前

…

青

山

和

絡

商

パ

仲

町

和

泉

こ

の

ゑ

上

室

質

問

…
竹

下

ず

み

山

問

的

…
村
上
コ一
郎

繰

回

久
保
田
卯
太
郎
仁
嵐
院
内

…
納

谷

ヒ

サ

子

似

合

時

…

融

制

球

他

久

瀬

院

内

松

村

正

夫

減

訪

都

内

一
北

向

み

さ

を

浦

好

的

ω
…

古

池

よ

志

じ

長

ル

滝
川
怖
た
け
よ

k
川
原
柳
町

η
一

足

野

伊

助

北

大

手

町

白

…

荒

井

秀

敏

肝

合

平

腰

〈

ふ

緑

が

任

凶

加

一
成
瀬
小
住

令

弁

部

…
一4

一原
川
俊

神

畑

山
呂
浅
春
江
上
水
郷

ω
一
込
山
知
H

慈
子
ド
紛
殿
町
位

い
沖

叫

併

は

な

矢

以

児
玉
一止

一

み
す
ず
台
南
初

…
叩
聞

き

く

五

加

回

…
開

成

一

k
行
本

側
川
井
守
曲
作
紘
が
任
凶

ω
…
木
・
制
服
俊
昭
川
辺
町
別

…
・
尽
川
幾

久

保

浦

野

弁
滋
な
つ
子

川
辺
町

内

…
宮

下

九

子

院

内

市

…
竹
下

峰

子

山

m

胡
谷
き
だ
子

機

阿

日

…
成
瀬
さ

f

卜

人

肌

…
武
盈
昇
三

新

山

間

玉

キ

ク

ジ

御

所

内

一

山川

木

描

裕

次

弁

引け

…
海

老

恒

雄

ド

室

田口

松

崎

徳

次

上

問

原

mm
一
橋
本
利
失

度

制

一

松

崎

利

上

川

原
柳
町

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
9月
届
け
出
分
・
敏
都
岡
崎
〉

w:金

何

一
波
浪

佐

占

郎

鎌

原

判

制

一
一
利
問
ゐ
長
江
一
稲

川

初

回

…
竹
山知

的内T
M

仰
科
新
Mm

姉

崎

…
片
山

t
L

院

内

市

η
…・中
様

策

中
之
条

mw

刊

一

山

崎

勇

治

下

一房
山

削

河
・
佐
藤
み
き
は

L
しい胤
尻

仰

初

二
一
日
下
久
吉

中
じ
日

間

河

泣

い
塚

凶

行

平

均

湯

町

別

的

…
符

坂

い

し

よ

符

件

制

約

…
山
本
ハ
ル

t
m原

・部

η
…
長
谷
川
3

と
み
，
十

下
本
郷

剖

随

一
一
民
俗
川
相
仲
・
前
八
束
前
山
師

00

・
Ku
l-
-
・5↓

β

ゾ
民
η
.
2
3
μ
U

勾

r

-
h
m
H
H
Hド
μ
九

日

付

ド

J
m
刊

・

A
U

3
・
3

J
ト
月
立

H
J
、b
2

7
・
剤
布

U
A
A
V
i，
Z
u
--J
q
t
h
B

W

一
市
沢

よ

し

「

附

釧

nu
-
-、
レ
ト
u
n
C

措

l

川

辺

に

-
b

oo

-

Jリ
ふ
小
礼

P

一

J
q
'
J

FU

叩
…
卜
H
州
全
…4
口
緑
が
丘
北

的

部
・
…
小
林
.
川
仁
山内

川

打

可
A
リ
ト
ヒ

Z
g
h
n
l

ロ
H
ト

U
，k
y

q

J

ρ
0

.
司
d
q
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・鈴木彩香ちゃん
(6カ、月・梅が丘)

「お座りができるようにな
って、一人で遊ぶようにな
りました」と旬のみどりさ
ん。

保健診 tt
保健予防課(内線 1374)

-基本健康診査 (成人病予防〉

，，)，0蹴以上の人は、市l人lの医療機関て受・診て'きます(1 

!.frlr受診てρ きますが、よド前仁、日 H寺などをお雌かめく

ださ L、)。

検査料IJ:7， 2081TIかかりますが、 diの補助により伽i人

負担は1，000円です(ただし、70歳以上.の人などは無料ル

l求人病の平JUJ発見のために、低料金でよりよい 「基

本能戚診査」念、年に]I文、必ずお受けください。

・基本健康診査でわかる病気

腎臓病・糖尿病 ・貧血 ・肝臓病 ・肝硬変 ・アルコ -

Jレ性肝炎 ・動脈硬化・甲状腺駈 ・心臓病・糖尿病性変

化 .j1-:-jJ飢l王 ・低血圧 ・肥満・ やせすぎな E

・平成 5年度の結果

基本健康診査を?受けた人

lま3，936人で、そのうち医師

から生活字ltl'tの改善指導を

受けた人は1.597人、治療の

必~のある人は 972人でし

-子宮がん倹診

了-aiA・ilitiがんは、 :30議(-¥:からかかる '4さがJJjくなってお

り、羽化20-!:l0歳代のた|全の2，500人にl人が(.'，';fカすん

じかかっています。 1-.111市におい ても干))比 51:1=''11に、

子引がんで 9人のかたが亡くなってレます。

f-Rがん検診IJ:、 ・|時のうちに終り、有(1みや不快感

はありません。 301訟を過 lfたら、年に 1 同 !J:検診を~~

(tましょう。

t>対象 30;誕n.I-_りたt'J: T>費用損部がん…1，000

1' 1 、 ~~i古1;がん u本i~l ; ヵ t/~ ，. ，1 ， 700f! 1 (70f，~以J:の人など

は無料です) T>受診場所 |ご互交の医療機開(..j;J~ôíj に

受診I1時なl:'tr'お昨カ・め くださ t、) T>注意事項 次

の場合1J:検診を避けて くださし、。①'1-:理J!r ②治療な

どでJJ主洗浄後 ③検l'会liij円の夫州生活

・子宮がん検診実施医療機関 (50ffll凶)

医療機関名 電話番号
11

医療機関名 電話番号

安 E泰 病 院 22-2580 ij霊 回 医 院 22-1158 

上田市護院 22-1573 長問産婦人科医院 22-4370 

上回原クリニック 26-3511 服部産婦人科医院 24-2830 

共立護婦人科医院 22-84叩 三浦産婦人科 22-0350 

国立東信病院 22-1890 三好町産婦人科医院 23-2381 

γ一一一一_....._~...........，.ι..ι 純一J配，...".._.........""'_.--叫-^~一一寸

j .日本亦十字社 i 
j T陪~hb..s-金金、寓1~1 畳盆ヨヨ..0.. } 
j 似忍広百l!H科嗣百玄 { 
{ わたしM の毎日の生活を脅かしている 、 ! 
{ 病気、けが、交通事故、災害…。こんなとき i 

( に自分自身をやj、急病人やけが人を正 しく i 
i 救助して、医師に渡すまでの応急処置で、被 i 
j 害者の危機を最小限に食い止めることができ ; 

i ます。 I

i 事故を防止し、正しい紋急法の知識と技術 { 

i を身につけ、緊急時に必要な処置ができるよ i 

; うに、講習会を行います。

t t>主催 長野県赤十字救護隊東信方面隊 i 

! bとき 11月12日出 13即日1.19日出 20日 i 
i 旧)の 4日間(午前 9時一午後 4時30分) t> i 

! 受講時間 20時間 bところ 福祉会館(大 i 
i 手 2) t>講師 日本赤十字社救急法指導員 i 
; bは定員 3初O人 (先精欄着劃劉)1船|

1 円 b内容人口呼吸.傷の手当て.三角巾 i 
t の使用法など bその他全課程を終了し「救 ! 
{ 君、員」の資格を得ることもできます。実技の i 
1 

できる服装でご参加ください、同し込み ! 
"月 10日ま でに電話かはがきで厚生諜へ t> 1 

f 問い合わせ厚生課(内線1606) ~ 
L円一戸一♂♂一'-"""'_..;_~J '''''';一一・♂一一_.........，_...，...，_-c..，_....._j

広按ラ左足ず6.11. 1 (16] 
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